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研究成果の概要（和文）：本研究「平安京の「居住と空間」分析」の目的は、平安京・中世京都

の個別の居住・住宅と、個々の居住・住宅の集合または分散、すなわち都市内部の一定の地域・

空間の個性を、日本史・建築史・考古学などの諸分野が連携し、究明することである。すなわ

ち、個々の居住・住宅と都市内部の地域の両者を統一的に分析することで、都市の全体構造を

解明する。 

 

研究成果の概要（英文）：The objective of the present research project “The analysis of 

‘housing and space’ in the Heian Capital” is to shed light on the specific features 

of particular urban areas and living spaces in the Heian Capital and medieval Kyoto by 

investigating individual dwelling houses or residences and the nature of their 

collectivity or dispersion from the collaborative perspective of history, architectural 

history, and archeology. By the comprehensive analysis of individual houses or residences 

and their relationship to urban areas, the present research project aims to clarify the 

total urban structure of the city. 
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１．研究開始当初の背景 

(1)平安京の社会構造の基礎的な要素は、

個々の居住と住宅である。西山は、文献史料

から一般住人や貴族の居住と住宅（家）を分

析した（西山良平『都市平安京』2004 年）。

文献史料からは居住の分析が中心で、住宅の
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あり方は建築史の専門分野であり、その分野

の研究に多くを学んだ。 

 

(2)その過程で、平安京から検出される遺構

には、従来の通説・定説を一新する事実がり、

文献史料だけでなく、建築史・考古学などと

の緊密な交流が必要と考えた。代表的な成果

には、第一に、一般住人（庶民）の住宅すな

わち町屋の成立を 11 世紀前後に明確に認定

できたことがある（西山良平・藤田勝也編著

『平安京の住まい』2007 年）。第二に、寝殿

造などの貴族の住宅は典型的な寝殿造（太田

静六『寝殿造の研究』1987 年）とは相違し、

園池は邸宅の南半に配置されるとは限らず、

また想定以上に面積が広い。邸宅全体の中で

は園池を優先し、寝殿・対の位置は園池に規

制される。にもかかわらず寝殿・対の配置は

つねに一定である、などがある（西山良平・

藤田勝也編著『平安京と貴族の住まい』2012

年）。 

 

(3)この研究の中で、個々の居住と住宅の検

討から、都市全体のあり方を検証する必要が

発生した。すなわち、居住・住宅の側面でな

お未解明の事実があるが、その究明と同時に、

個々の居住と住宅の集合または分散の形態

を分析し、両者を総合することで、一層の研

究が前進すると考えられる。後者の平安京の

空間構成の観点はあまり意識されないが、取

り組む価値がある。そこで、個々の一般住人

の居住・住宅から都市の空間構成まで、その

各々と、両者を統一的に分析・検討する。 

 

２．研究の目的 

(1)個々の居住・住宅と、その集合または分

散である空間構成は表裏一体であり、両者の

分析から始めて個々の居住も空間構成も充

分な解明が可能できる。 

 

(2)個々の一般住人の居住・住宅では、町屋

（小屋）の成立論を「居住と空間」の観点か

ら推し進める。町屋の成立の背景を平安京の

空間構成の中で検討する。町屋の初見である

右京七条二坊十二町の遺構は右京に位置す

る。一般に右京は９～10世紀に衰退するにも

かかわらず、この地点では 10 世紀中頃から

13 世紀まで、町屋が継続・発展する。その理

由は、この地点が西七条と呼ばれ、平安京か

ら七条大路を通り、西郊に往来する交通の要

衝であるからと考えられる。西七条とその周

辺では、多くの地点が発掘され、その広がり

と時期的な変遷を考えることが可能である。

文献史料も伝来し、以上の観点から、町屋の

集合（空間構成）を分析する。 

 

(3)西七条と同様に、平安京では 11～12世紀

に、個々の地点に固有の空間的特色が発生す

る。たとえば、織部町の織手、七条・町の細

工、六角・町の魚商人、清水坂の乞食などで

ある。これらは個々の居住の集合で、中世京

都に継承されるが、その集合が各地点の空間

的特色を形成する。左京七条・八条では、七

条町や細工を中心に文献史料や発掘データ

が豊富であり、さらにその南側に八条院御

所・院領と近臣集団の邸宅などが所在する。

この地区では、最近、左京八条三坊四・五町

から貴族邸宅に相当する大規模な建物遺構

などが発見され、その空間構成の前史や変遷

を分析する。 

 

(4)(2)(3)と同じく、院政期前後の権門貴族

や院・女院の御所を中心とする街区の再開発

を検討する。従来は鳥羽・白河・法住寺殿が

著名であるが、西園寺公経と一条北辺の持明

院大路や五辻など、すなわち上京がその事例

である。院政期以降の開発・再開発は院など

が中心であるが、一般住人の動向と不可分で



 

 

あり、両者の関連を考察する。 

 

(5)「居住と空間」の観点を東アジアに視野

を広げ、まず中国と比較する。日本古代の都

城では町の内部は戸主に細分されるが、これ

は日本独自の制度とされる。また、中国では

一般住人の都市住宅などは廬舎などと表記

され、小屋は中国・朝鮮では使用されないと

仄聞する。摂関期の小屋（町屋）の発生の東

アジア的意義を考察する。 

 

(6)貴族の邸第の貸借・融通関係を分析する。

平安京の貴族の居住形態は所有と居住を区

別しにくく、権大納言藤原行成など貴族は自

身もしくは他者の邸宅を数多く使用・居住す

る。伊勢斎宮や賀茂斎院の京内御所も「人の

家を借る」すなわち貴族の邸宅を借用する。

貴族の居住形態を邸宅の貸借の観点から考

察する。 

 

３．研究の方法 

(1)藤原京・平城京など古代都城の研究は各

地で盛んであるが、10世紀以降の平安京を正

面から精緻に取り上げるプロジェクトはユ

ニークである。 

 

(2)居住と空間の視角は斬新なもので、研究

の発展が期待される。摂関期に平安京は古代

都城の政治的に均等な空間構成を脱却し、院

政期や中世京都に固有の空間構成に多分に

分節・傾斜すると予想する。 

 

(3)平安京研究は文献史料と発掘事例がとも

に豊富であり、両者に通暁する必要があるが、

本課題のスタッフは日本史・建築史・考古学

の代表的研究者であり、適任である。また、

文献・建築・考古学などの分野で協力者を得

やすい環境にある。 

 

(4)平安京などの一般住人の居住と住宅を東

アジア的視野から分析する研究は皆無に近

く、その進展が切望される。 

 

(5)鎌倉などの都市と比較・検討し、情報・

成果を交換する。 

 

(6)年に２・３度の公開研究会を開催し、全

国に参加を募り、意見を交換し、成果を発信

する。 

 
４．研究成果 

(1)個々の居住・住宅と、その集合または分

散である空間を幅広く検討することができ

た。(2)(3)(4)は主に居住・住宅の集合（ま

たは分散）、(5)(6)は主として個々の居住・

住宅の分析である。(5)や(6)で未着手のテー

マがあり、今後の課題となったが、（6）では

当初の予想を超える成果を得ることができ

た。平安京が摂関期に地域（居住・住宅の集

合）に分節され、中世京都に継承される過程

が判明した。 

 

(2)西七条など右京南部地域の問題では、発

掘成果と文献の両面から検証した。文献では

左京七条と対比しつつ、西七条と松尾祭の相

関関係が強調され、発掘からは右京南部を六

条ブロックと七条ブロックに分け、七条ブロ

ックの継続性が確認された。 

 

(3)平安京左京南部（八条・九条）の街区形

成を考察し、平安後期に遺構が増加し、室町

時代に急速に消滅すること、鋳造遺構・遺物

は八条二坊東端から三坊西半（梅小路以北）

に集中することが判明した。 

 

(4)中世の上京地区を多面的に考察した。上

京地区は、近年、同志社大学今出川校地・烏

丸校地などで大小の発掘が相次ぎ、重要なデ



 

 

ータが得られた。それらの一定の成果がまと

まりつつあり、その内容を討議した。今後は

上京地区全体に対象を広げ、院や貴族と住人

の相互関係から、平安京の一条以北の開発を

分析する予定である。また、鎌倉時代の西園

寺家の邸宅の変遷を解明する作業を行った。

西園寺家は上京地区の繁栄の中心である。 

 

(5)中国の庶民住宅は、『新唐書』（1060 年）

を皮切りに、廬舎などから民廬・民居など用

語の種類が増加する。日本の小屋はわずか４

件だけで、小屋の個性が際立つ。また、中国

と日本の都城の居住と住宅の様態を比較・

分析するため、中国都城の条坊制の宅地を

検証する予定で、協力者に報告を依頼し、

快諾を得た。しかし、残念ながら、協力者

が逝去され、果たすことができなかった。 

 

(6)貴族の邸宅は当初の課題を超える成果を

得た。 

①貴族の邸宅・家の自律性もしくは非自律性

を、院政期に焦点をあて、院権力と邸宅＝家

の裁判権の側面から検討した。 

②新たな事態として、平安京右京三条一坊六

町の調査が進行し、六町が右大臣藤原良相の

西三条第と確定した。<居住と住宅>の観点か

ら、西三条第の東北の池から出土の墨書土器

を検討し、西三条第の家政や文化の様態を解

明した。 

③平安京右京二条二坊八町の貴族邸第に相

応しい園池、王朝物語と居住空間の関係、『拾

芥抄』「西京図」の右京三条三坊五町の「栖

霞寺領」と出土の良質の緑釉陶器の関係を検

討した。 

④平安京の住宅と対照するために、平安宮の

官衙の建築や囲繞施設（築地など）、また大

極殿・豊楽殿・武徳殿の殿上のあり方に検討

を加えた。 

⑤貴族邸宅の貸借・融通関係は未着手である。 

 

(7)中世都市鎌倉を取り上げ、平安京の町屋

（小屋）との比較研究のために、中世鎌倉の

「町屋」の史料とその分布形態を検証した。

また、平泉では平安後期の大型建物が多く出

土する。大型建物などの事例を詳細に報告し

ていただき、平安京の建物遺構と比較分析を

行った。 
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